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　キリスト教基盤部会主催のクリスマスの集いを開催しました。

　第一部の礼拝では、北川美奈子さん（金城学院中学校宗教主事）

が「平和の光」と題して、クリスマスについて聖書に基づき、丁

寧に解き明かしてくださいました。

　あまりにも多くの闇を抱え込んでいる時代の私たちは現実の暗

さに光を見失いそうになるが、確かに光は私たちに照り輝いてい

ること、この地に平和をもたらしてくださる主イエス・キリスト

が私たちと共にいてくださること、私たちは希望を失わず、キリ

ストに倣って赦しと愛に共に生きようと語られました。また、イ

ザヤ書、マタイ・ルカ・ヨハネによる福音書の救い主の降誕記事

を読み、讃美歌もたくさん歌いました。

　第二部のお茶会では、くじ引きで同じグループになった方々と

おしゃべりを楽しみました。（参加 37 名）

　第三部のサイレントピースアクションは栄「希望の泉」の噴水

近くで行いました。（参加９名）　　　　　　　　　　（岡田淳子）

　合同祈祷週は、キリスト教を基盤とする両団体が毎

年世界中で共通のテーマで祈りを合わせる一週間です。

　今年のテーマは「ヨベルの年の祝祭　祈りと行動の

１５０年」でした。

　第一部の礼拝では田中真希子牧師から「共に祈り共

に行動する」と題し、テサロニケの信徒への手紙Ⅰ　

５章 16 ～ 18 節を通して、希望を与えて下さる存在

を信じ、祈ることが行動の原動力を生み、つながると

いうメッセージをいただきました。

　第二部ではＹＷＣＡ総幹事・ＹＭＣＡ総主事からの活動報告と、ＹＷＣＡは若者たちによる沖縄スタディツアー

報告、ＹＭＣＡはロサンゼルスキャンプの報告、また、名古屋ＹＷＣＡと名古屋ＹＭＣＡが共催で行った「ホッ

とキャンプ」の報告があり、交流のひとときを持ちました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　参加 24 名（内、オンライン 4 名）　　（脇田純子）

12 月 13 日（土）

11 月 15 日（土）

主催：キリスト教基盤部会
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北川美奈子さん

「歌の会ラルゴ」が讃美歌を 1 曲披露

サイレントピースアクション

平和の光

名古屋ＹＭＣＡキャンプリーダーから「ホッとキャンプ」の報告

2025 年度 全体集会
３月７日（土）　13:30 ～ 16:30 名古屋ＹＷＣＡビッグスペース

　名古屋ＹＷＣＡは２月に９3 歳を迎えます。

　先輩たちは様々な活動を生み出し、やがて事業に

発展し、会館を建て、と足跡を残してきました。そ

れらはすべて、会員が集まり、話し合いを持ち、大

きな声に小さな声がかき消されないように行われて

きました。今や、オンラインで会議をもつことも日

常になってきました。

　改めて、年に１度、つい最近会員になった方も、ずっ

と会員だった方も共に集い、お一人お一人の意思表示を

する機会として、ご参加ください。「委任状」という形

での意思表示も可能です。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　（運営委員長　松村真理子）



一人ひとりと出会うために知っておきたい SOGI のこと
　この企画は「なぜ平和と人権のために活動しているはずのＹＷＣＡで『Ｌ

ＧＢＴフレンドリー』※ 1 さを感じないのだろう？」という疑問から始まり

ました。おそらく差別をする意図をもった人はＹＷＣＡにいないでしょう。

しかし知識不足や当事者との出会いが少ないために様々なあり方を想定でき

ずに、知らない間に相手を傷つけてしまっていることは少なくないでしょう。

　性別二元性、異性愛規範が強い社会の中で「意図しない差別」からも安全

な場を見つけることは簡単ではありません。ＹＷＣＡがそのセーフスペース

の一つとなってほしいという願いからＮＰＯ法人ＡＳＴＡに講演を依頼しま

した。当日は小牧市で教師をされている浦田幸奈さん※ 2 が、トランス女性

としての経験を語ってくださいました。

　カミングアウトした仲間内だけでなく、街ですれ違う見知らぬ人も自分の

存在を受け止めてくれると感じられる社会が作れたら。そのために、これからはより積極的に「自分はアライ※ 3

だよ」と意思表示をしていきたいと思いました。

　キリスト教基盤部会では来年度、名古屋プライドパレードが開催される 5 月とプライドマンスである 6 月はＹ

ＷＣＡでもレインボーカラーで応援したいと考えています。参加１８名（内オンライン４名）　　　　（六車絵梨子）

11 月 8 日（土）

主催：キリスト教基盤部会

クッキー＆ケーキを販売しましたクッキー＆ケーキを販売しました
　「クリスマスをともに」の日（12 月 13 日）に、おいしいね部の手作りクッ

キーとケーキを販売しました。

　今年も、バター、卵、小麦粉など、さまざまな材料が高騰したため、販

売価格を少し上げましたが、ラム酒ケーキをはじめとした、おいしいね部

自慢の味はパワーアップしていたと思います。

　収益は名古屋ＹＷＣＡの活動に使います。ありがとうございました。

広報ファンドレイジング委員会　おいしいね部

講師：奥本京子　博士（文学）
大阪女学院大学　国際・英語学部　教授
大学院 21 世紀国際共生研究科　研究科長
日本平和学会　第 25 期会長
NARPI（東北アジア地域平和構築インスティ
テュート）運営委員

参加費：一般 1,500 円、寄付つき 2,000 円、

　　　　35 歳以下 500 円 　※学生無料（学生証提示） オンライン参加もできます。

２月 10 日までにお申込みください。

※アーカイブ視聴はありません主催：平和集会実行委員会（担当 吉澤）

第５１回　2.11 平和集会

2月11日（祝・水）14:00 ～ 16:00

場所：名古屋ＹＷＣＡ　２階ビッグスペース

想いとカタチをつなぐワークショップ

平和のつくりかた

Peatix

不動の人気　クッキー缶
小花クッキーひとつひとつに

クランベリーをのせます

たっぷりラム酒を染み込ませます

※ 1  LGBT 当事者に温かく開かれていること　※ 2  浦田さんはオープンに活動されています。ぜひ検索してみてください

※ 3  LGBT を理解、支援しようと行動する人のこと
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名古屋ＹＷＣＡのキャラクター「きふっち」の LINE スタンプ販売中！

http://line.me/S/sticker/1288156　または「Kifuchie」で検索してください。

ASTA のみなさんと

キリスト教基盤部会のメンバー



《女性》かけこみ女性センターあいち、ウィメ ン ズ ハ ウ ス あ ゆ み、 一 般 社 団 法 人 Colabo、 女 の 子 の 居 場 所

meguruhouse、名古屋ＹＷＣＡ女性のための相談・支援事業   《多文化共生》名古屋学生青年センター国際子ども学校

を支援する会、フィリピン人移住者センター、パレスチナ子どものキャンペーン、チェルノブイリ救援・中部、名古屋

ＹＷＣＡグローバルスクール 、外国人ヘルプライン東海、名古屋ＹＷＣＡ高等学院国際コース  《沖縄》ブロッコリーの

森を守る会、沖縄平和市民連絡会《福祉》愛実の会、社会福祉法人愛光園、岐阜ダルク  《路上生活者》ささしま共生会、

笹島キリスト教連絡会、名古屋ＹＷＣＡスープキッチン《日本ＹＷＣＡ》ピースメーカーズ募金、オリーブの木キャンペー

ン募金

2025 年度　寄付先

クリスマス寄付　感謝報告

　暗闇の中に灯る一筋の光が、孤独のうちに、困難の中にいる方々に、平和を希求し、あきらめない活

動をする方々のうちに灯るようお願いしたクリスマス寄付に、365,350 円のご寄付をおよせいただき

ました。

　一人ひとりにできることはささやかですが、これらの活動を日ごろからおぼえ、今後も皆様の思いを

繋げていっていただけると幸いです。皆様のご協力に心から感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（運営委員長　松村真理子）

　辺野古・大浦湾の新基地建設は完成の見込みがあ

りません。それなのに生きているサンゴや貝たちの

上に石材や土砂が落とされ、護岸が積み上がって行

きます。その現場で私は抗議船の船長として活動し

ています。

　12 月 13 日に土砂投入 7 年を前に海上大行動を

行いました。大行動には全国から海の仲間たちが集

まってくれます。報道各社にもリリースし、記者た

ちも乗船します。10 時に海上集会開始予定です。

当日 7 時半に集合し準備している内に問題が発生

しました。海上は広いので拡声器が無いと集会は無

意味です。ところが仲間の船長が拡声器を借りてく

るのを忘れていたのです。船長はあわてて各所に電

話しますが土曜日なのでどこも出ません。私は急い

で知り合いの場所に行き、拡声器を借りてきました。

集会は無事に終わりました。終わった後で、先輩船

長が「今日は島さんの問題解決能力のおかげで海上

大集会ができた。」と褒めてくれました。

　「問題解決能力」という言葉を聞いて、イエスと

人々との出会いこそ、これだったと思いました。あ

る結婚式で葡萄酒が足りなくなりました。イエスの

責任ではありませんが、イエスは召使いたちに大き

なかめに水を満たすように命じました。召使いたち

は、ぶどう酒が必要なのに、水を運ぶのはばかげて

いると思ったことでしょう。イエスは召使いたちに

「さあ、それをくんで宴会の世話役のところへ持っ

て行きなさい」と言います。召使いたちがかめから

くんで宴会の席に届けると、水はぶどう酒に変わっ

ていました。イエスは、解決不可能に見える現実に

呻く人を見過ごしにできないようです。イエスとの

対話を経て、困難な場から立ち上がって行く人々の

姿が聖書に多くあります。神は人間の現実に無関心

ではいられないことを、イエスは体現したのでしょ

う。

イエスが、「水がめに水をいっぱい入れなさい」と言われると、召し使いたちは、

かめの縁まで水を満たした。ヨハネによる福音書2章 7節

◯聖書に聞く
島しづ子（日本基督教団うふざと伝道所牧師）
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名古屋ＹＷＣＡ創立の日

２月14日（土）
13:00開場  13:30～15:30

名古屋ＹＷＣＡ２階
　　ビッグスペース

回目の
  バースデー
回目の
  バースデー

みんなで祝おう！

1933→2026

主催：広報ファンドレイジング委員会

　

双
塔
を
有
す
る
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
大
聖
堂
が
名
古
屋
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
も
な
っ
て
い
る
「
カ
ト
リ
ッ
ク
布
池
教
会
」
は
、
一
九
六
二
年
に
献
堂

さ
れ
た
名
古
屋
教
区
司
教
座
聖
堂
（
カ
テ
ド
ラ
ル
）
で
す
。
地
下
鉄
車
道

駅
、
新
栄
町
駅
、
千
種
駅
か
ら
い
ず
れ
も
徒
歩
約
七
～
八
分
。
英
語
や
タ

ガ
ロ
グ
語
の
ミ
サ
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
話
を
う
か
が
っ
た
終
身
助
祭
の
秋
元
伸
介
さ
ん
は
、
昨
年
の
四
月
か

ら
布
池
教
会
で
奉
仕
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
助
祭
」
と
は
、
司
祭
の
補
佐
役

で
あ
り
、
ミ
サ
な
ど
典
礼
の
準
備
や
片
づ
け
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
役

割
を
担
い
ま
す
。
助
祭
の
語
源
「
デ
ィ
ア
コ
ニ

ア
」
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
仕
え
る
」「
奉
仕
す
る
」

と
い
う
意
味
で
、
初
め
は
、
食
事
の
世
話
を
し

た
り
、
争
い
を
仲
裁
す
る
の
が
役
目
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
結
婚
式
や
、
通
夜
、
葬
儀
を
行
う
こ

と
も
あ
り
、
「
助
祭
は
人
の
一
生
に
関
わ

る
奉
仕
」
と
秋
元
さ
ん
は
言
わ
れ
ま
し

た
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
の
一
番
の
イ
ベ

ン
ト
は
ク
リ
ス
マ
ス
だ
と
思
う
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
、
復
活
祭
（
イ
ー

ス
タ
ー
）
が
重
要
だ
そ
う
で
す
。
キ
リ
ス
ト
受
難
の

日
で
あ
る
聖
金
曜
日
に
行
わ
れ
る
「
盛
式
共
同
祈
願
」

は
、
教
会
、
信
徒
に
向
け
て
だ
け
で
な
く
、
キ
リ
ス

ト
を
信
じ
な
い
人
、
神
を
信
じ
な
い
人
、
ま
た
、
あ

ら
ゆ
る
苦
難
の
中
に
あ
る
人
な
ど
、
す
べ
て
の
人
の

救
い
の
た
め
に
さ
さ
げ
ま
す
。
今
年
は
こ
の
祈
り
の

招
き
は
秋
元
さ
ん
が
担
当
し
、
「
今
回
は
歌
っ
て
み

る
」
と
の
こ
と
で
す
。

遠くからも見える大聖堂

教会に   おじゃましま～す⑥ カトリック布池教会
名古屋市東区葵 1-12-23

終身助祭の秋元伸介さん

どなたでも、ミサにお越

しください。

ご希望があれば祝福の祈

りをいたします。

※
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
、
教
派
の
違
い

　

は
認
め
つ
つ
も
、
互
い
に
結
束
し
て
ひ
と
つ
に
な
ろ
う
と
す

　

る
動
き
。

　

布
池
教
会
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
い
人
も
多
く
い
ま

す
。
信
徒
で
な
く
て
も
受
付
け
ま
す
が
、
神
父
と
の

面
談
、
結
婚
講
座
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
（
※
）

な
活
動
が
増
え
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
教
会
横
の
「
福
信
館
」
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
キ
リ
ス
ト
教
宗
派
、
教
派
に
よ
る
炊
き
出

し
活
動
が
一
九
七
六
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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理事長　井手 　宏

医療法人財団 愛泉会

愛知国際病院  院長 太田信吉
診療科：外科・消化器科　内科　整形外科

　　　　皮膚科　胃腸科　リハビリテーション

　　　　循環器科　リウマチ科

　　　　肛門科　神経内科

老人保健施設　愛泉館
施設長　井手　宏

〒470-0111　愛知県日進市米野木南山 987-31

愛知国際病院　0561-73-7721

ホスピス　0561-73-3191

訪問看護ステーション　えまい　0561-73-8154

老人保健施設　愛泉館　0561-74-1711

有料老人ホーム　カナン　0561-74-8260

日進市東部地域包括支援センター　0561-74-1300

指定居宅介護支援事業所愛泉館　0561-74-1341

（
今
年
の
復
活
祭
は
四
月
五
日
、
聖
金
曜
日
は
四
月
三
日
）



　

「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
日
本
兵
家
族
会
」
の
発
起
人
で
あ

る
黒
井
さ
ん
の
父
は
旧
満
州
で
の
戦
線
か
ら
帰
還
し

て
人
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
無
気
力
で
、
人
並
み

な
こ
と
が
全
く
で
き
な
い
人
、
恥
ず
か
し
い
父
親

だ
っ
た
と
い
う
。
精
神
科
医
の
蟻
塚
さ
ん
の
父
は
南

京
事
件
で
背
後
か
ら
銃
撃
さ
れ
、
死
に
か
け
た
が
復

員
。
戦
後
の
開
拓
村
に
入
る
も
離
農
。
そ
の
後
も
定

職
に
就
か
ず
に
生
活
は
極
貧
だ
っ
た
。
そ
ん
な
二
人

の
対
談
集
を
読
ん
だ
。

　

戦
前
は
人
並
み
以
上
の
能
力
を
評
価
さ
れ
、
将
来

有
能
な
青
年
だ
っ
た
男
た
ち
が
戦
争
に
行
っ
た
こ
と

で
人
格
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
ア
ル
コ
ー
ル

に
依
存
し
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
突
然
大
暴
れ
し
、

ち
ゃ
ぶ
台
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
妻
子
に
暴
力
を
振
る

う
。
ま
た
は
そ
の
逆
で
「
生
き
て
い
る
の
に
死
ん
で

い
る
」
か
の
よ
う
な
人
に
な
っ
て
し
ま
い
、
全
く

無
関
心
で
家
族
は
貧
困
を
強
い
ら
れ
る
。
父
が
暴
れ

て
家
族
に
暴
力
を
振
る
っ
て
も
「
家
の
恥
」
と
し
て

家
族
は
口
を
つ
ぐ
ん
だ
。
過
酷
な
戦
争
ト
ラ
ウ
マ
に

よ
っ
て
精
神
障
害
を
持
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
、
国

は
軍
で
起
き
た
こ
と
に
緘
口
令
を
し
い
て
喋
ら
せ
な

か
っ
た
り
、「
大
和
魂
の
も
と
、
戦
争
神
経
症
は
な
い
」

と
否
定
し
た
り
、
カ
ル
テ
を
焼
却
さ
せ
て
隠
ぺ
い
し

た
と
い
う
。
そ
ん
な
戦
争
ト
ラ
ウ
マ
を
負
っ
た
父
た

ち
に
暴
力
を
振
る
わ
れ
た
子
ら
が
次
の
世
代
の
暴
力

容
認
の
社
会
を
生
み
出
し
た
。

　

私
の
元
夫
は
昭
和
二
十
四
年
生
ま
れ
で
彼
の
父
親

は
戦
争
に
行
っ
た
世
代
で
あ
る
。
彼
の
父
は
無
気
力

で
ま
と
も
に
働
か
な
か
っ
た
。
父
の
こ
と
を
「
大
嫌

い
」
と
何
度
も
聞
か
さ
れ
た
。
彼
の
父
も
戦
争
ト
ラ

ウ
マ
を
負
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
Ｄ
Ｖ
で
離
婚
し

た
私
に
は
詳
細
を
聞
き
出
す
術
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
近
藤
八
津
子
）

名古屋ＹＷＣＡ高等学院国際コース

「戦争トラウマを生きる」
〝語られなかった日本とアジアの戦争被害、

　　傷ついたものが作る平和〟　を読んで

　外国にルーツをもつ生徒のためのサポート校ＮＹＡＩＣでは、毎月 55,000 円の授業料

がかかります。けっして安い金額ではありませんが、多くの保護者は子どもの将来のために

と学校に通わせています。生徒も自分のアルバイト代で交通費や授業料の一部を賄っていま

す。皆さまのご寄付は、こうしたご家庭にとって大きな支えとなっています。引き続き、皆

さまの温かいご支援をお願いします。

Nagoya YWCA Academy International Course（NYAIC）

「特別学習支援金」へのご寄付ありがとうございます

　　　エイタン（２年生／フィリピン）

NYAIC でいろいろなきょうかをべん

きょうするのはとてもたのしいです。

いろいろなたいけんをするのができま

した。しょうがくきんはおおきいたす

けですので、ごきふしてくれてほんと

うにありがとうございます。

ＮＹＡＩＣでのべんきょうするのはほんとうにこうかて

きですので、このままつづけたいです。きっともっとい

ろいろなことをべんきょうするをできるになりますの

で、そつぎょうまで、べんきょうをがんばります。なお、

ＮＹＡＩＣのスタッフとせんせいたちはとてもやさしい

ですから、ききたいことがあれば、もんだいなくきけま

す。このぜんぶのため、ＮＹＡＩＣはとてもいいがっこ

うだとおもいます。このいろいろのりゆうのため、ＮＹ

ＡＩＣでのべんきょうをつづけたいですから、きふでた

すけてくれて、もういちどありがとうございます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原文のまま）

生徒全員に給付するためのご支援をお願いします

「特別学習支援金」寄付のお願い

入学についてのご相談はサポート校事務局

（電話：052-961-2819）までどうぞ

2025 年度奨学生　感謝の言葉

寄付の方法は８面をご覧ください
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寄付キャンペーン
＊私たちの活動は、みなさまの寄付で支えられています＊

１、２月　日本語学校奨学金基金
詳細はロビーの掲示板、ホームページをご覧ください

　2 年前に名古屋ＹＷＣＡ日本語教師養成講座を修了

したばかりのひよっこ日本語教師です。名古屋ＹＷＣ

Ａの温かく安心できるアットホームな雰囲気にとても

心惹かれて、引き続きグローバルスクールで活動させ

ていただいています。

　グローバルスクールは、長い歴史と豊富なノウハウ

の蓄積を持ち、「子どもとユースのセーフガードポリ

シー」に基づいて活動している、とてもしっかりした

活動で、国籍・言語・文化・年齢・性別・背景のさま

ざまな子どもたちに、日本語だけでなく小中高等学校

のすべての教科（保健体育も！）や高校・資格の受験

や進路相談など、必要に応じたサポートを一人ひとり

の個性や能力や希望に合わせて、マンツーマンで行っ

ています。

　先生たちは経験豊富な方ばかりで、コーディネー

ターのスーパーバイズのもと、知識や教材を使いこな

してしっかり丁寧に教えておられ、新米の私にも優し

くご指導くださいます。おかげで私もようやく外国籍

の子どもたちと接することにも慣れ、母国の言葉や文

　どようびはごみのひです。ごみのトラックのおんが

くがとてもうるさいですから、よく８じにおきます。

そして、わたしのねこもおきます。まいあさ、ねこが

「ニャーニャー」いうまえにわたしはねこにちゅーる

をあげます。それから、コーヒーをのみます。いつも

あさごはんをたべません。テレビをみます。ごごひる

ごはんをたべて、そうじして、ねことあそびます。よ

る、にほんごをべんきょうしなければなりません。い

ちじかんくらいべんきょうします。それから、シャワー

をあびてから、１１じくらいにねます。ねるまえにと

きどきほんをよみます。

　にちようびですから、あさはやくおきなくてもいい

です。１０じくらいにおきます。わたしのねこもおき

ます。まいあさ、ねこが「ニャーニャー」いうまえに

わたしはねこにドリーミーズをあげます。それから

コーヒーをのんでねこといっしょにあそんで、えい

がをみます。ごご１２じにひるごはんをたべて、そう

世界の子どもたちとともに

J1'　ナディア（カナダ）

化を教えてもらったりして会話を楽しむ余裕がでてきま

した。

　これまでのキャリアと違う分野の武者修行ですが、早

くお役に立てるよう脳をフル回転させてがんばっている

ところです。

　グローバルスクールが外国ルーツの子どもたちにとっ

て安心できる場所・心の拠り所になるように、日本のこ

とを好きになってこれから元気に自己肯定感をもってが

んばって生きていってくれるように、一期一会の気持ち

で活動していきたいと思っています。

じして、せんたくします。そ

れから、ときどきゲームをし

ます。それから、げつようび

のにほんごをよしゅうして、

しゅくだいをします。しゅく

だいがおわってから、よるご

はんをたべます。いつもたま

ごのりょうりをつくります。

あしたはげつようびですか

ら、よるはやくねなければな

りません。１０じにねます。

　いつもしゅうまつにリラックスします。いいしゅう

まつです。　　　　　　　　　　　　　（原文のまま）

指導する吉川さん（右）

グローバルスクール

ボランティアスタッフ　吉
きっかわ

川真理
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寄付のお願い 名古屋ＹＷＣＡの活動は、みなさまのご寄付と会員の働きで支えられています。
みなさまのあたたかいご支援を心よりお願いいたします。

@nagoyaywca

郵便局の払込用紙をご利用ください。
振込み手数料はご負担ください。
口座番号：00820-0-47814　　
加入者名：公益財団法人名古屋ＹＷＣＡ
※通信欄に「○○へ寄付」と寄付先を

　ご記入ください。

※機関紙などにお名前を公表します。

　匿名を希望される方は「匿名」と

　お書き添えください。

郵便振替

クレジットカード決済
名古屋ＹＷＣＡホームページ

「寄付のページ」、またはＱＲ

コードからおすすみください。

名古屋ＹＷＣＡビル２階の受付で

お手続きください。

物品の寄付も受付けています。

詳細はお問い合わせください。

２階受付窓口 会員になって
いっしょに活動

しましょう

ＹＷＣＡでは、理念である「平和で人
権が尊ばれる社会の実現」のため、
会員が自主的に運営、
活動を実施して
います。

詳細はお問い合わせ
ください。@nagoya-ywca nagoyaywca

【
十
二
月
】

〈
報
告
〉
①
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ 

②
運
営
委
員
会　

③
不
動

産
賃
貸
事
業
・
会
館
管
理　

④
人
事
委
員
会　

⑤
日
本

語
学
校　

⑥
「
認
定
日
本
語
教
育
機
関
活
用
促
進
事
業
」

進
捗
状
況　

⑦
金
城
学
院
大
学
と
の
協
定
締
結

〈
協
議
〉
①
二
〇
二
五
年
度
の
推
定
決
算
及
び
二
〇
二
六

年
度
予
算
案　

②
二
〇
二
六
年
三
月
臨
時
評
議
員
会　

③
総
幹
事
選
考　

④
ロ
ス
タ
ー
制
度
導
入

【
十
一
月
】

二
〇
二
五
年
度
決
算
見
込
み
、
二
〇
二
六
年
度
予
算
案

【
十
二
月
】

運
営
委
員
研
修　

会
員
規
則
に
つ
い
て

〈
報
告
〉
①
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

②
理
事
会　

③
キ
リ
ス
ト

教
基
盤
部
会　

④
青
少
年
部
会　

⑤
平
和
集
会
実
行
委

員
会　

⑥
グ
ル
ー
プ　

⑦
会
員
状
況　

〈
協
議
〉
①
プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画　

②
活
動
目
標
案　

③
全

体
集
会　

④
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
第
四
期
Ｌ
Ａ
（
地
域
連
携
プ
ロ
グ

ラ
ム
）　

⑤
名
古
屋
市
男
女
平
等
参
画
推
進
会
議

◉
新
入
会
員　

川
田
恵
子
、
吉
川
真
理
、
戸
谷
敦
子　
　
　
　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た　
（
以
下
、
敬
称
略
）

◉
一
般
寄
付
◉　

恵
沢
法
律
事
務
所
、
野
口
智
子
、
納
戸
道
子
、

安
藤
豊
子
、
川
上
野
ゆ
り
、
谷
川
い
づ
み
、
匿
名
一
名

「
あ
な
た
の
な
す
べ
き
こ
と
を

主
に
ゆ
だ
ね
よ
。
そ
う
す
れ
ば
、

あ
な
た
の
計
画
は
成
功
す
る
」

箴
言
十
六
：
三

　

わ
が
君
、
わ
が
主
よ
。P

O
P

＆A
R

T
で
は
、
聖
句
を
描
く

奉
献
の
道
を
備
え
て
く
だ
さ

り
、
わ
た
し
た
ち
の
手
を
取
り
、

迷
い
の
時
も
、
静
か
に
導
い
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

　

こ
の
奉
仕
を
通
し
て
、
わ
た
し
た
ち
を

霊
的
に
育
て
、
言
葉
と
線
と
色
に
、
あ

な
た
の
息
を
通
わ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
を
賛
美
し
ま
す
。
新
し
い
年
も
ま
た
、

わ
た
し
た
ち
の
働
き
を
あ
な
た
の
御
手

に
お
返
し
し
ま
す
。
奉
仕
に
奢
る
こ
と
な

く
、
狭
い
正
し
さ
か
ら
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

小
さ
く
、
ま
っ
す
ぐ
、
あ
た
た
か
い
筆
と

な
り
、
出
会
う
人
の
心
に
あ
な
た
の
光
が

落
ち
ま
す
よ
う
に
。

　

諸
国
民
の
王
よ
、
離
れ
た
も
の
を
結
ぶ

隅
の
親
石
よ
、
わ
た
し
た
ち
の
奉
献
を
受

け
取
り
、
次
の
一
歩
の
道
を
示
し
て
く
だ

さ
い
。
主
の
喜
び
が
、
わ
た
し
た
ち
の
喜

び
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
の
喜
び
が
、
主

の
喜
び
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
ア
ー
メ
ン
。

　

（
会
員　

P
O

P

＆A
R

T

ぐ
る
ー
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
つ
じ
千
代
依
）

◉
指
定
寄
付
◉

＊
キ
リ
ス
ト
教
基
盤
部
会
へ
…
田
中
文
弘

＊
サ
ポ
ー
ト
校
特
別
学
習
支
援
金
へ
…

國
枝
京
子
、
近
藤
眞
由
美
、
西
田
文
乃
、

ヨ
シ
ミ
ミ
ド
リ
、
宮
治
陽
子
、
新
海
美
佳
、

朴
亜
紀
子
、
川
上
野
ゆ
り
、
松
村
真
理
子
、

匿
名
一
名

＊
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー
ル
へ
…

荒
川
彩
美
、
長
縄
光
子
、
西
田
文
乃
、

川
上
野
ゆ
り
、
匿
名
一
名

＊
パ
ー
プ
ル
サ
ポ
ー
ト
へ
…
岩
田
玲
子
、

川
上
野
ゆ
り
、
西
田
文
乃
、
匿
名
二
名

＊
日
本
語
学
校
奨
学
基
金
へ
…

横
井
邦
子
、
磯
村
美
保
子
、
西
田
文
乃
、

朴
貞
蘭
、
川
上
野
ゆ
り
、
匿
名
二
名

＊
ス
ー
プ
キ
ッ
チ
ン
へ
…
磯
村
美
保
子
、

後
藤
聡
子
、
川
上
野
ゆ
り

〈
物
品
〉
小
倉
文
子
、
早
川
文
男
、

横
江
順
子
、
匿
名
一
名
、

N
agoya International School

、

Am
azon

「
み
ん
な
で
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

＊
と
ま
り
木
へ
…
松
村
真
理
子

イベントなどの内容が変更になる場合があります。

発行所：公益財団法人 名古屋ＹＷＣＡ　〒 460-0004　愛知県名古屋市中区新栄町２−３

TEL：（代表）052-961-7707　FAX：052-961-7719

e-mail：office@nagoya-ywca.or.jp　　HP：http://www.nagoya-ywca.or.jp

発行責任者　加藤佐紀子　　編集責任者　下方夕子

偶数月１日発行

1 部 50 円・定期購読１年 900 円／送料込み

振替　00820 - 0 - 47814

いろいろな情報や記事、作品など

を発信できる「note（ノート）」

を始めました。

昔々の名古屋ＹＷＣＡ機関紙から

いろいろ拾って載せています。の

ぞいてみてください。

note.com/nagoyaywca_koho

（広報ファンドレイジング委員会）

寄付キャンペーン
＊私たちの活動は、みなさまの寄付で支えられています＊

3 月　名古屋ＹＷＣＡ全体
詳細はロビーの掲示板、ホームページをご覧ください

日本ＹＷＣＡ第４期ＬＡ（地域連携プログラム )

実行委員募集
東京ＹＷＣＡ（拠点）／名古屋ＹＷＣＡ（協働）

「戦争体験の継承を考える」プロジェクト

問合せ：運営委員会（担当・吉澤）

日程変更の場合あり
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運営委員会報告 理事会報告

 第２金曜 

11:30 ～ 13:15

ひょうたんカフェ
 第２、４火曜 

11:00 ～ 13:30

MO － YA － CO 

おからドーナツ、

手織り製品など

焼き菓子、シュー

クリームなど

２
階
ロ
ビ
ー
販
売


